
                                  令和６年４月８日      

 保護者 様 

今治市立吉海小学校長  川﨑 文一  
 

警報発表時の対応について 

 

 陽春の候、皆様方におかれましては、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。日頃より、

本校の教育活動にご理解とご協力をいただきありがとうございます。 

本校の警報発表時の対応を下記のようにいたしますのでご理解とご協力をお願いいたします。 

  

 

記 

 

１ 自宅待機となる警報等の種類について 
愛媛県今治市に特別・暴風・洪水・大雪・暴風雪・波浪・高潮警報が発表された場合、及び校

区内の地区に「高齢者避難」・「避難指示」の避難情報が発表された場合、自宅待機とします。 

 

２ 登校日の朝、自宅待機となる警報が発表されている場合 

(1) 午前６時３０分の時点で警報が発表されている場合は、「自宅待機」とします。 

   ※  台風接近等で警報発表が予想される場合には、テレビ等のニュースにご留意ください。 

 

 (2) 午前６時３０分以降で午前７時００分までに警報が「解除」された場合は、通常どおり登

校させてください。（給食はあります。） 

 

 (3) 午前７時００分以降で午前８時００分までに警報が「解除」された場合は、午前９時００

分までに登校させてください。（給食はありません。） 

   ○ バス通の児童は、通常の時刻から１時間遅れでバス便が出ます。 

 

        

 

〇 詳しい登校時刻とバス便の時間は、マチコミで配信します。 

〇 給食がないため、１２時００分に下校します。（バス通の児童は１２時台のバスで下校） 

〇 児童クラブ利用の児童は、弁当を持たせてください。 

 

(4) 午前８時００分までに「警報が解除されない場合」は、臨時休業となります。 

〇 午前９時００分頃、マチコミ等で次の日の予定等についてお知らせします。 

（※ 大島中学校と対応が異なります。） 
 

 
 

志津見バス停の場合 
通常の出発時刻 → 新しいバスの出発時刻 

午前７時０９分 → 午前８時０９分 

※ 大雨警報については、降雨区域が局所的であることが多いため、市内一斉に自宅待機となる警報

からは除き、大雨警報が発表された場合も原則、登校とします。 

※ ただし、気象庁の「キキクル」の情報等を参考に危険度が高いと判断した時は、近隣の小中学校

と協議の上、自宅待機・臨時休業とすることがあります。その場合は、マチコミやホームページ等

で連絡及び周知いたします。 



 
 

 
３ 授業中に、自宅待機となる警報が発表された場合 

大島中学校と相談し、安全を確認して教員が引率して下校させます。児童の引き渡しが必要

な場合は、マチコミ等で連絡しますので、お迎えをお願いします。 

 

４ 登校時に、「雷雨」「強風」などの激しい気象状況の場合 
保護者の判断でしばらく待機させて、安全に登校できるようにしてください（登校が遅れる

時は、学校に連絡してください）。 

 

５ その他 
(1) 警報で自宅待機、臨時休業となった場合は、安全確保のため児童の外出を控えてください。 

 

(2) 危険が予想されるような道路の損壊やがけくずれ等を発見した場合は、すぐに学校までご連

絡ください。また、登校時に通学路が危険な場合は、自宅待機をさせて、学校にご連絡ください。 
      

【吉海小学校】 ０８９７－８４－２６０９ 

 

(3) 河川の氾濫、通学路に危険箇所等があり、保護者として安全に登校することができないと判

断した場合は自宅待機させ、学校へ連絡してください。（この場合、欠席にはなりません。） 

 

(4) 午前7時の時点で、大島調理場の給食準備が始まりますので、急遽の臨時休業や下校となっ

た場合や保護者の判断で登校を見合わせた場合でも給食費が発生いたします。ご了承ください。 

 

(5) 局地的な大雨や豪雨等により、給食の準備（調理）前に、臨時休業や下校となったため、学

校全体で給食を停止した場合は、その日の食材を次の日のメニューに追加するなど、できる限

り無駄にならないよう工夫いたします。なお、その日の給食費につきましては、徴収させてい

ただきます。 

 

(6) 大島中学校、宮窪小学校と緊密に連携を図りますが、校種や通学手段の違い等のため、対応
が異なる場合があります。ご理解ください。 

【自宅待機となる警報が午前７時以降に発表された場合の給食について】 

 
① 自宅待機となる警報が午前７時以降、始業開始までに警報が発表され、警報の発表を知らずに登

校した児童については、学校で待機させ、給食は実施せず、安全（天候及び通学路、帰宅後の安全

等）を確認した上で下校させる。 

なお、保護者にはマチコミ等により、①下校させること、②給食を停止したこと、③今後のこと

（自宅待機または、臨時休業等）を連絡する。ただし、状況によっては保護者にお迎えをお願いす

る場合もある。 
 
② 始業開始後に警報が発表された場合は、学校で待機させ、給食が実施可能であれば、調理場ごと

に工夫し、通常よりもできる限り早く準備、提供し、柔軟で臨機応変な対応(集団下校、引き渡し等)

をとることができるようにする。なお、その後の天候、通学路の状況によっては、給食を中止し下

校を優先させる場合もある。 
 
③ 警報発表の時間、天候の状況等によって給食を停止した場合については、５の⑸と同様に、その

日の食材を翌日以降のメニューに追加するなどして、できる限り無駄にならないよう調理場ごとに

工夫をする。そのため、その日の給食費については、市内で統一して徴収することとする。  


